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理
事
会
は
こ
の
度
、

諸
般
の
状
況
に
鑑
み
、

会
則
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

①
第
６
条
に

「参
事
　
若
干
名
」
の
新
項
日
を
追
加
す
る
、

②
こ
の
参
事
の
選
任
に
関
連
し
て

「参
事
は
本
会
の
名
誉
会
員
推
挙
基
準
に
合
致
す

る
理
事
　
監
事
の
役
職
に
な
い
満
７０
歳
未
満
の
会
員
に
つ
い
て
理
事
会
が
推
挙
し
、

理
事
長
が
任
命
す
る
。

理
事
長
は
会
務
に
つ
い
て
参
事
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

の
規
定
を
新
条
項
と
し
て
加
え
る
、

の
会
則
変
更
案
を
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
発
議
し
、

会
員
各
位
に
投
票

に
よ
る
承
認
を
求
め
ま
す
。

な
お
、

今
回
の
投
票
手
続
き
は
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◇

一
、

今
年
度
よ
り
毎
年
配
布
す
る
こ
と
と
な

っ
た
学
会
の

「
１４
年
度
会
員
連
絡
票
」

（会
貝
原
票
）
の
今
年
度
版
表
面
宛
名
下
に

「投
票
」
欄
を
設
け
る
。

二
、

投
票
は

「連
絡
票
の
提
出
期
限
」
（７
月
１０
日
消
印
有
効
）
を
／
切
日
と
す
る
。

三
、

変
更
案
に
対
す
る

「賛
」
「否
」
を
問
い
、

そ
の
い
ず
れ
か
ま
た
は

「乗
権
」
の

意
思
表
示
の
あ
っ
た
も
の
を
投
票
と
み
な
し
て
集
計
す
る
。　

　
　
　
　
　
以
　
上

書
学
書
道
史
学
会
理
事
会

会
員
各
位
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③
第
Ⅶ
期
新
役
員
名
簿
決
定

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
選
挙
が
、

去
る
十
二
月
十
五
日
告
示
、

二
月
十
五
日

～
二
月
十
五
日
を
投
票
期
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
位
の
ご
協
力
を
深
謝
教

し
ま
す
。

そ
の
後
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
開
票
、

当
選
者
決
定
を
受
け
て
、

三

月
二
十

一
日
に
開
か
れ
た
第
二
十
回
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、

以
下
の

「第
Ⅶ
期
新

役
員
名
簿
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
期
新
役
員
の
任
期
は
、

平

成
十
六
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（○
印
＝
新
任
）

【理

事

長
】
興
脂
　
宏

（京
都
日
立
博
物
館
館
長
）

【副
理
事
長
】
杉
村
邦
彦

（京
都
教
育
大
学
教
授
）
＝
国
際
局
長
＝

○
田
中
　
有

（大
東
文
化
大
学
教
授
）

【常
任
理
事
】
○
新
井
儀
平

（大
束
文
化
大
学
教
授
）

【理

　

事
】

大
野
修
作

（京
都
女
子
大
学
教
授
）
＝
学
術
局
長
＝

大
橋
修

一

（埼
玉
大
学
教
授
）
＝
編
集
局
長
＝

萱
原
　
並日
（カ
リ
タ
ス
女
子
短
大
講
師
）
＝
事
務
局
長
＝

澤
田
雅
弘

（群
馬
大
学
教
授
）

中
村
伸
夫

（筑
波
大
学
助
教
授
）

藤
木
正
次

（日
本
大
学
教
授
）
＝
財
務
委
員
長
＝

○
古
谷
　
稔

（大
東
文
化
大
学
教
授
）
＝
国
内
局
長
＝

石
回
　
肇

（群
馬
大
学
教
授
）

河
内
利
治

（大
束
文
化
大
学
助
教
授
）

杉
浦
妙
子

（二
松
学
会
大
学
講
師
）

鈴
木
晴
彦

（昭
和
学
院
短
大
教
授
）

○
辻
井
義
昭

（北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
教
授
）

○
鶴
田

一
雄

（新
潟
大
学
助
教
授
）

○
名
児
耶
明

（五
島
美
術
館
学
芸
部
長
）

○
福
田
哲
之

（島
根
大
学
助
教
授
）

横
田
恭
三

（跡
見
学
口
女
子
大
学
助
教
授
）

○
浦
野
俊
則

（千
葉
大
学
教
授
）
＝
選
管
委
員
長
＝

○
野
中
治
俊

（新
潟
大
学
教
授
）

○
小
川
博
章
、

柿
木
原
く
み
、

下
野
健
児

（大
会
）
、

高
城
弘

一
、

富
田
淳
、

○
森
岡
隆

【監

　

事
】

【幹

　

事
】
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本
年
度

Ｂ
第
１３
回
大
会
開
催
案
内

本
年
度

の
第

時
同
十
学
辞
道
史
学
会
大
会
に

つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
会
は
今
年
も
、

１１
月
１５
日

（金
）

か
ら
１７
日

（日
）
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

京
都
教
育

大
学

＝
写
真

＝
ほ
か
で
開
催
す
る
選
び
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
、

交
通
案
内
等
は
１０
月
発
行

予
定

の

「会
報
第
４
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

現
在

ま
で
に
同
ま

っ
て
い
る
大
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
日
村
＝
１１
月
１５
日
（金
）午
後
４
時
３０
分
か
ら
第
３‐
Ｈ
定
例

理
事
会

（於
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

１１
月
１６
日
（土
）午
前
９
時
受
付
開
始
、
９
時
３０

分
か
ら
総
会

研
究
発
表

懇
親
会
を
順
次
行

い
、

午
後
８
時
終
了
予
定
。

合
わ
せ
て
、

正
午
か
ら

午
後
４
時
ま
で
、

「京
都
学
派
と
そ
の
周
辺
」
の
特

別
展
示
を
予
定
。

１１
月
１７
日
（同
）午
前
１０
時
現
地
集
合
、

京
都
日

立
博
物
館
に
て
特
別
錯
賞
会
を
予
定
。

○
会
場

＝
Ｏ
京
都
教
育
大
学
（京
都
市
伏
見
区
深
＋
藤
森
町

１
）

藤
森
神
社
参
集
殿
（京
都
教
育
大
学
の
西

隣
）
京
都
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
で
約

１５
分
呆
車
、

藤
森
駅
か
ら
徒
歩
約
７
分
。
ま
た
は
、

京
阪
電

鉄
墨
染
駅
下
車
、

徒
歩
約
１０
分
。

②
京
都
日
立
博
物
館

（京
都
市
東
山
区
茶
屋
町
）

京
阪
電
鉄
七
条
駅
下
車
、

徒
歩
約
５
分
。

京
都

駅
か
ら
市
バ
ス
２
０
２
　
２
０
６
　
２
０
７

１
０
０
系
統
で
約
５
分
乗
車
、

博
物
館
二
十
三

問
堂
下
車
す
ぐ
。

○
備
を

＝
枯
油
に
つ
い
て
は
、

京
都
市
内
と

い
う
条
件
に

も
照
ら
し
、

今
年
も
各
自
で
お
願

い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（国
内
局
　
修
京
都
大
会
運
営
委
員
会
）

◆
第
１
回
大
会

（東
京
大
学
）
発
表
題
目

Ｏ
Ｈ
本
出
ｉ

「秘
社
年
」
四
銘
の
銘
文
と
ヤ
体
　
柏
荷
″
夫

ａ
茶
山
金
開
離
と
央
山
座
雄
―

「北
州
要
維
湖
４
止
」
（式
Ｈ
十
四
年

刑
油
印
本
）
を
め
ぐ

っ
て
　
松
村

一
付

０

「技
」
を
　
大
に
竹

３
顔
真
卿
や

「破
大
人
顔
氏
印
」
に
つ
い
て
―
顔
Ａ
卿
の
性
年
の
干
惚

に
円
す
る

一
を
一軍
　
ヤ
娯
臣
■

３
高
山
寺
☆
本

「箕
隷
Ａ
空
名
箕
」
の
紫
体
に
つ
い
て
　
価
凹
哲
之

０
構
と
■
芸
術
に
つ
い
て
　
何
助
松

０
十
苦
書
に
み
ら
れ
る
用
争
理
念
の
変
遜
　
森
ヤ
雄

６
滴
例
考
　
浮
田
雅
弘

０

「手
本
体
」
の
形
状
的
皆
賀
に
つ
い
て
　
木
下
政
離

◆
第
２
回
大
会

（東
京
大
学
〉
発
表
題
自

０
水
野
球
構
と
そ
の
交
流
　
横
田
恭
〓

（ｕ
伝
段
壌
出
上
重
印
の
工
字
形
に
つ
い
て
　
金
洋
束

０

一オ
茶
抄
」
と
藤
原
教
長
　
杉
耐
妙
子

０
朝
鮮
書
道
史
と
副
ｉ島
種
Ｅ
　
豊
馬
嘉
殺

（じ
Ｈ
本
の

「木
筋
」
に
つ
い
て
　
駒
井
定
夫

０
新
出
■
の
木
簡
☆
村
―
十
粛
省
に
お
け
る
田
際
的
憶
学
会
に
閃
ん
で

ＩＩＩ
中
布

◆
第
３
回
大
会

（京
大
会
館
）
発
表
題
目

３
明
代
に
お
け
る
狂
キ
の
流
行
と
そ
の
様
相
　
下
野
健
児

３
劉
埼

の
■
跡
に
比
る
■
法
触
　
一針
木
洋
傑

（０
●
ｉｌｔ
人

一
の
中
学
　
神
野
難
ｉ

ｎ
品

京
以
附
の
■
流
の
行
方
　
■
坪
充
雛

３

「■
直
十
祭
解
超
」
と

コロ
法
要
飯
」
　

火
野
隊
作

一ｆ
再
生
■

”
争
そ
し
て
由
付
　
川
林
Ｍ

一

◆
第
４
回
大
会

（大
東
文
化
大
学
）
発
表
題
目

０
形
態
か
ら
行
労

へ
　
す
の
り
子

本せ
化
銘
か
ら
察
額

へ
　
大
補
は

一

０
北
窮
の
能
キ
家
に
関
す
る

一
考
一斉
　
勝
ど
浩
前

０
中
央
研
究
院
所
浅
の
拓
本
資
料
―
仏
教
碑
銘
を
中
心
と
し
て
　
人
木

な二
手”

Ｃ
尾
ｌｉ
栄
舟
の
苦
風
の
変
化
に
関
す
る

い
考
一斉
　
松
本
昭
彦

Ｃ
河
北
定
県
北
荘
漢
墓
刻
石
の
書
丹
者
　
飯
山
二
九
郎

◆
第
５
回
大
会

（漬
懐
堂
美
怖
館
）
発
表
題
目

Ｃ
北
朝
摩
性
刻
経
に
つ
い
て
　
古
川
統

６
束
班
の
苦
言
、

苦
、

計
に
つ
い
て
の

一
考
第
　
一一一原
障

０

「次
表
は
」
所
取
歌
に
つ
い
て
の
再
検
討
　
前
城
弘

≡

３
机
允
明
の
小
村
書
法
に
つ
い
て
　
下
野
従
児

（０
十
学
基
礎
忌
と
し
て
の
０
担
予
目
ｏ
ュ
所
一の
現
状
と
ぷ
題
　
☆
原
子

◆
第
６
回
大
会

（鶴
橋
轍
次
配
念
館
）
発
表
題
目

０
ヽ
縦
″
　
神
―――
　
巌

Э
”
４
氏
円
故
■
Ｈ
物
院
本

予
■
金
一
■
仁

に
つ
い
て
　
鈴
木
喘
彦

●
緑
　
形
独
　
峠
門
　
生
の
り
■

３

「浮
化
脚
＝
‡
工
義
之
の
計
限
に
お
け
る
否
定
前

″本
ク
の
効
用
に

つ
い
て
　
細
谷

一
郎

０
新
し
く
出
現
し
た
次
生
祖
体
の
十
跡
　
大
に
竹

●
小
西
柳
堂
ユ
ー
唇
永
と
共
芝
瑛
　
鈴
木
洋
保

０
北
世
日
本
に
お
け
る
隷
書
体
受
容
に
関
す
る

一

の
巾
田
■
Ｗ
　
杉
村
邦
彦

に

つ
い
て
　
中
村
伸
夫

を
坪
充
雄
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本年度 ・第13回大会研究発表募集

今秋の第13回大会は、別項でご案内の通り、京都市の京都教育大学キャンパスを中心にして開催する運びと

なりました。例年通り、会員各位より下記の要領で研究発表の申し込みを受け付けます。書学書道史ならびに

関連諸分野の斬新な研究成果の発表を期待します。ぜひ、奮ってお申し込み下さい。

言B

l)発 表日時 :平成14年11月16日 (上)午 前～午後 (発表者が多い場合は、分科会方式を採用します)

2)発 表時間 :各40分間 (質疑応答時間10分を含む)

3)申 込方法 :適宜の形式の「大会発表申込書」に標題 氏 名を明記し、別造800字程度のレジュメを添えること

4)レ ジュメの形式 :レジュメは、10月発行の本会報第4号に付録として添付し、全会員に事前配布する予定で

す。形式はB5判 に概ね縦20×横14cmのスペースを各発表者に割り当て、提出されたものをそのまま、ま

たは縮小転写して軽印刷にかけますから、このプロポーションに仕上げて提出して下さい。ワープロ印字、

手書き、縦書き、横書きを問いません。図版は掲載不可。この 1ページ内に標題 氏 名も明記して下さい。

5)申 込締切 :平成14年7月25日 (木)=必 着=

6)決 定と通知 :7月 末の大会運営委員会で決定し、8月上旬に個別にお知らせします。

※本大会発表については、学会誌 『書学書道史研究J第 13号 (平成15年秋刊)へ の論文投稿申し込みがあった

ものとして扱われますので、改めての投稿申し込みは不要です。

※この原稿の締切は、来年3月末日です。投稿原稿は、査読委員会で採否が決定されます。学会誌掲載について

ご不明の点は、編集委員会まで文書でお問い合わせ下さい。

※大会発表申込書とレジュメは、封筒に 「レジュメ在中」と明記して下記へお送り下さい。なお、事故を避け

るため、出来るだけ配達記録郵便をご利用下さい。

(送り先〉干15110031東京都渋谷区桜丘町2935 ヴ ィラ桜ケ丘ビル7F

書学書道史学会国内局 02京 都大会運営委員会  宛

⑥
書
法
美
学
範
暉
語

〔過
憾
〕
考
　
河
内
利
治

④
段
代
の
学
書
に
つ
い
て
―
甲
骨
文
字
に
お
け
る
″習

刻
″
と

″法
刻
々

松
え
道
雄

◆
第
「
回
大
会

（国
際
大
会
／
日
本
教
育
ム
喬
じ

◆
第
１２
回
大
△
〓
径
里
と
全
こ

華
事
蔭
客
日

①
発
啓
超
碑
帖
嫁
―
中
国
国
家
図
書
館
収
蔵
本
に
つ
い
て
　
高
澤
格

一

０
郭
清
楚
簡
「唐
慶
之
道
与
思
信
之
道
」
の
文
字
学
的
被
討
　
福
田
哲
之

０
書
写
の
機
承
　
家
入
博
徳

①
江
戸
時
代
の
出
版
と
普
の
手
本
　
り
＆
「充
難

Ｏ
米
山
の
書
に
つ
い
て
の

一
考
一策
―
そ
の
臨
普
と
制
作
　
鄭
麗
芸

⑥

「古
筆
鞘
切
」
形
成
の

一
要
因
　
高
城
弘

一

０
色
紙
の
体
裁
の
変
化
に
つ
い
て
の

一
考
察
　
杉
浦
妙
子

０
れ
糟
基
の
家
隷
観
＝
甲
雪
発
見
以
前
の
金
石
学
　
大
野
修
作

③
熊
野
額
懐
紅
筆
跡
の
再
検
討
―
原
本
か
模
写
か
の
鑑
議
の
方
法

古

谷
稔

０
旦
国
西
安
は
上
表
封
泥
の
強
証
　
松
村

一
徳

③
秋
卯
道
人
の
書
法

へ
の

一
考
一察
　
茶
上
洋
光

③

「あ
し
で
」
の
実
行
史
的
考
察
　
増
田
を

０
江
戸
末
期
に
細
載
さ
れ
た
単
帖
の
資
料
　
大
庭
脩

◆
第
９
回
大
会

（筑
渡
大
学
）
発
表
題
目

①
仮
名
発
進
史
に
お
け
る
難
波
津
の
敢
　
森
岡
隆

（υ
金
文

「唯
」
年
多
ャ　
金
洋
束

（ｐ
Ｆ
取
説
考
　
祁
小
奉

④
揚
守
敬

『紋
素
飛
消
閣
〓卦
理
己
　
一寸
境
五
」
に
つ
い
て
　
中
村
史
朗

⑤
金
印
再
考
　
佐
藤
法
難

Ｏ
雁
塔
聖
教
序
の
隷
に
関
す
る
者
舞
　
荒
釜
信
治

０
新
出
の

ヨ挺
訓
往
来
」
吉
写
本

の
筆
者
　
中
村
武
〓

③
臨
書
と
創
作
―
井
上
右

一
の
作
例
か
ら
　
れ
上
雅
臣

◆
第
１０
回
大
会

（京
都
女
子
大
学
）
発
表
層
目

①
異
詩
　
棺
書
の
書
法
　
矢
内
斉

②
揚
守
敬
の
来
Ｈ
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
幾
つ
か
の
問
題
　
杉
村
邦
彦

③
細
非
広
沢
門
流
の
研
究
　
岩
坪
充
雄

④
北
方
心
典
に
関
す
る

一
考
察
　
野
上
史
郎

の
意
味
す
る
も
の
　
高
井
恭
子

Ｏ
新
発
見
の
溶
陽
存
古
四
蔵
石
拓
本

０
日
本
に
お
け
る
初
期
将
来
仏
奥
宝

て
十

一
切
経

写
経

⑥
掃
川
渚
如
に
つ
い
て
　
柴
口
党
彦

Ｏ
寛
山
の
将
来
し
た
普
法
資
料
―
山
本
家
資
料
を
中
心
に
　
大
橋
成
行

◆
第
フ
回
大
会

（近

つ
飛
烏
情
物
館
）
発
表
題
目

０

李
士
書

を
め
ぐ

っ
て
　
孝
福
看
縦

０
新
獲
の
大
観
帖
を
め
ぐ

っ
て
　
橋
本
吉
文

③
小ヽ
曽
根
乾
堂
研
究
　
神
野
難
二

④

〈玉
梅
花
盆
轟
雲
マ

に
お
け
る
金
文
書
派
の
体
系
　
首
野
智
明

⑤
桂
泌
の
二
註
之
観
　
森
上
幸
義

０
書
跡
に
お
け
る
平
面
と
竪
面
鋳
賞
に
つ
い
て
　
木
下
政
雄

◆
第
８
回
大
会

（淑
徳
大
学
）
発
表
層
目

①
季
陽
泳
の
書
法
　
鈴
木
洋
保

０
を
趣
旧
蔵

〈嵩
山
三
四
話
銘
〉
巻
―

〈開
母
廟
石
閉
銘
〉
を
主
と
し

て
　
西
林
昭

一

９
店
と
甲
渠
基
に
お
け
る
部
躍
の
配
置
に
つ
い
て
　
士
早
憎
自
之

つ
い
て
　
掛
子
往
単
彦

飯
山
二
九
郎

９
≡
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最
近
の
中
国
木
簡
研
究
事
情

大
庭
　
脩

中
国
の
木
簡
は
、　

一
九
〇

一
年
に
、

ア
ウ
レ
ル
　
ス
タ
イ
ン
が
二
月
二
日
に
ニ
ヤ

Ｗ
遺
跡
で
晋
簡
五
〇
点
を
発
見
。

そ
の

一
ヶ
月
後
、

ス
ウ
ェ
ン
　
ヘ
デ
イ
ン
が
、

旧

ロ
プ
ノ
ー
ル
北
岸
の
古
楼
蘭
で
晋
筒

一
二

一
点
を
発
見
し
た
の
が
、

世
に
現
わ
れ
る

き

っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昨
二
〇
〇

一
年
人
月
に
、

湖
南
省
長
沙
で
百
周
年

記
念
の
学
会
が
盛
大
に
開
か
れ
、

こ
の
学
会
の
成
果
は
今
年
公
刊
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

私
は
、

木
簡
を
説
明
す
る
と
き
、

そ
の
出
上
場
所
か
ら
、

墓
葬
の
木
筒
と
、

フ
ィ

ー
ル
ド
の
木
筒
と
に
大
別
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

近
年
の
研
究
報
告

で
は
、

二
〇
〇

一
年

一
一
月
に

『張
家
山
漢
墓
竹
簡

（二
四
七
号
墓
と

が
出
版
さ
れ
、

こ
れ
に
先
立
つ
一
九
九
九
年
九
月
に
は
、

『長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
筒
　
嘉
禾
吏
民
田

家
苅
』
上
下
が
出
た
。

長
沙
の
呉
筒
の
出
上
を
記
念
し
て
、

去
年
の
学
会
は
長
沙
で

開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

長
沙
の
報
告
書
は
巨
大
な
も
の
で
、

机
上
に
持
ち
上
げ
る
だ
け
で
も
重
労
働
で
あ

り
、

老
人
の
研
究
に
適
さ
な
い
が
、

第
二
篇
が
近
い
内
に
出
版
さ
れ
る
ら
し
い
の
で
、

「又
、

大
き
い
の
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

収
め
る
間
が
小
さ
い
か
ら
本
も
小
さ
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

敦
壇
懸
泉
置
出
土
筒
に
つ
い
て
は
、

『敦
建
懸
泉
漢
簡
釈
棒
』
が
出
て
い
る
の
で
、

正
規
の
報
告
書
も
近
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

台
湾
で
は

一
九
九
八
年
二
月
に

『居
延
漢
筒
補
編
』

は
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
不
明
文
字
を
釈
読
し
た
も
の
で
、

補
編
で
あ
る
。

を
出
版
し
た
。
こ
れ

居
延
旧
筒
に
対
す
る

居
延
新
簡
に
つ
い
て
は
、　

一
九
九
四
年

一
二
月
に

『居
延
新
簡
―
甲
渠
候
官
』
二

冊
の
み
が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
フ
ィ
ー
ル
ド
の
木
簡
の
報
告
書
で
あ
る
と
す
る
と
、

墓
葬
の
木
筒
で
は
、

一
九
九
七
年
九
月
に

『チ
湾
漢
墓
簡
憤
』
が
出
た
以
外
は
、

み
な
戦
国
時
代
の
筒
で

あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
で
あ
ろ
う
。

奏
簡
と
楚
筒
の
研
究
が
典
籍
を
中
心
に
進
み
、

一
方
墓
葬
の
簡
憤
を
中
心
に
、
日
書
来
の
研
究
が
発
展
し
て
い
る
。

簡
憶
研
究
の
問
題
点
の
第

一
は
、

釈
文
　
写
真
の
発
表
が
遅
い
こ
と
で
、

出
土
簡

慣
の
物
理
的
整
備
そ
の
他
に
時
間
が
か
か
る
の
は
止
む
を
得
な
い
が
、

そ
れ
以
外
の

人
間
的
要
素
に
よ
っ
て
遅
延
す
る
の
は
、

科
学
的
で
は
な
い
。

最
初
に
簡
憶
に
接
し

得
る
幸
運
と
栄
誉
に
対
し
、

社
会
的
責
任
を
速
や
か
に
果
た
す
必
要
が
あ
る
。　

一
方
、

報
告
書
、

こ
と
に
写
真
と
発
掘
経
過
を
合
わ
せ
た
報
告
に
つ
い
て
は
、
き
っ
ち
り
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

研
究
者
側
は
、

写
真
を
伴
わ
な
い
釈
文
の
み
の
筒
報

に
徒
ら
に
果
奮
せ
ず
、

釈
文
と
写
真
を
つ
き
合
わ
せ
て
是
非
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
し
、

出
土
状
況
を
よ
く
考
察
し
、

報
告
書
の
釈
文
の
配
列
も
十
分
再
検
討
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、

釈
文
の
発
表
を
鵜
呑
み
に
し
て
立
論
す
る
よ
う
で
は
、
日
本
の

研
究
は
所
詮
二
番
煎
じ
に
甘
ん
じ
る
時
代
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
、

認
識
し
、

戒
め

ね
ば
な
ら
な
い
。

※
編
集
部
注
＝
日
書
と
は
占
卜
書
、
う
ら
な
い
の
言
葉
を
書
い
た
書
物
の
こ
と
。
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唐
の
歓
州
硯
に
つ
い
て

藤
木
　
正
次

飲
州
石
が
い
つ
頃
発
見
さ
れ
た
か
は
、

宋
の
治
平
三
年

（
一
〇
六
六
）
ご
ろ
上
梓

さ
れ
た
唐
積
の

『歓
州
税
譜
』
に
よ
れ
ば
、

「姿
源
硯
在
唐
開
元
中
猫
人
葉
氏
、

逐
獣

至
長
城
里
見
豊
石
如
城
塁
状
。」

（委
源
の
硯
は
、

唐
の
開
元
中
に
在
り
て
、

機
人
茉

氏
、

獣
を
逐
い
て
長
城
里
に
至
り
、

豊
石
の
城
豊
状
の
ご
と
き
を
見
る
。）
と
あ
る
こ

と
か
ら
、

唐
の
開
元
年
間

（七

一
三
～
七
四

一
）
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
、

伝
え
ら

れ
て
い
る
。

そ
し
て
同
書
に
は
、

さ
ら
に
、
こ
の
石
を
携
え
て
帰
り
、

大
ま
か
に
彫

琢
し
て
現
に
し
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た

「温
潤
大
過
端
湊
。」

（温
潤
な
る
こ
と

大
い
に
端
湊
に
過
ぐ
。）
と
著
し
て
、

端
漢
の
硯
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
唐
代
開
元
年
間
に
な
っ
て
、

端
湊
、

歎
州
の
二

大
名
石
が
出
揃

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
、

陶
硯
か
ら
石
硯
へ
の

移
行
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

唐
時
代
の
石
硯
の
硯
制
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

清
の
乾
隆

帝
の
勅
撰
に
な
る

「欽
定
西
清
硯
譜
」
に
は
、

「陶
之
属
」
に
四
点
、

「石
之
属
」
に

三
点
の
唐
の
現
が
載

っ
て
い
る
。

石
之
属
の
三
点
は
、

「緒
遂
良
端
石
石
渠
硯
」
聖
、

「親
象
祝
」
円
、

「
凌
鏡
硯
」

母
で
あ
る
。

「裕
遂
良
端
石

石
渠
硯
」
は
、

四
方
周
囲
に

渠
を
め
ぐ
ら
し
た
、

い
わ
ゆ

る

「石
渠
式
」
で
、

他
の
二

点
も

「石
渠
式
」
あ
る
い
は

「
石
渠
式
」
か
ら
変
化
　
発

展
し
た
現
制
を
見
せ
て
い

る
。

材
は
、

先
の
工
点
が
端

湊
石
で

「湊
鏡
硯
」
は
歎
州

石
で
あ
る
。

因
み
に

「的
之
属
」
の
四
点
も

「石
渠
式
」
で
あ
る
。

「石
渠
式
」
は
、

後
漢
時
代
の
硯
身
の
周
辺
に
渠
の
あ
る
陶
税
の
出
上
例
か
ら
み
て
も
、

古
い
硯
制
で

あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、

唐
時
代
に
は

「爪
池
硯
」
と
呼
ば
れ
る
硯
制
が
存
在
す
る
。

頭
部
を
円
く
、

墨
池
は
自
状
を
呈
し
、

硯
背
に
方
形
の
二
足
を
施
し
、

硯
面
後
部
か
ら
墨
池
に
か
け

て
急
勾
配
の
傾
斜
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
硯
制
は
、

六
朝
の
音
代
ご
ろ
に
創
条
さ
れ
、

唐
代
に
お
い
て
完
成
し
、

中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
盛
行
し
た
。

我
が
国
に
も
数
点
、

伝
世
品
が
存
在
す
る
。

特
に
、

唐
朝
内
府
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

「広
納

府
」
の
方
印
が
刻
さ
れ
て
い
る

「風
池
硯
」
料

な
ど
は
、

強
烈
な
個
性
と
い
い
、

最

も
完
成
さ
れ
た
税
相
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら

「風
池
硯
」
は
、

そ
の
大

方
が
端
湊
石
で
あ
る
。
こ
う
し
た

「石
渠
硯
」
と

「風
池
硯
」
は
、

唐
時
代
を
代
表

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

先
に
示
し
た

「欽
定
西
清
硯
諸
」
に
載

っ
て
い
る
三
点
の
石
税
で
あ
る
が
、

現
在
、

台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
あ
る

「規
象
硯
」
の
他
二
点
は
、

所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

従

っ
て
確
証
あ
る
唐
代
の
歓
州
硯
は
、

現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が

近
年
、

我
が
国
の
収
蔵
家
が
、

「歓
州
石
の
風
池
硯
」
囚
．
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

縦
十
五
セ
ン
チ
、

横
十
三
セ
ン
チ
、

高
さ
三
セ
ン
チ
で
、

や
や
小
振
り
で

あ
る
が
硯
相
も
端
正
で
高
度
な
作
硯
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
。

税
背
の
二
脚
の
位
置

や
高
さ
、

開
脚
の
状
態
な
ど
も
申
し
分
な
い
。

石
色
は
蒼
黒
で
透
徹
感
が
あ
り
、

石

絞
は
水
波
羅
縦
、

墨
池
の
と
こ
ろ
は
渦
を
巻
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

質
は
堅
密
で

叩
く
と
高
音
を
発
す
る
。

北
宋
の
著
名
な
硯
癖
家
で
あ
る
唐
詢
が
著
わ
し
た

『硯
録
』

の

「歎
州
委
源
縣
龍
尾
石
其
石
最
多
種
。

性
普
堅
密
叩
之
有
撃
。

蒼
黒
者
佳
而
、

色

之
浅
深
蓋
不

一
焉
。

其
理
或
如
羅
紋
或
如
竹
根
之
横
文
。」

（歎
州
姿
源
の
龍
尾
の
石
、

其
の
石
、

最
も
多
種
な
り
。

性
は
皆
堅
密
、

之
を
叩
く
に
撃
あ
り
。

蒼
黒
な
る
は
佳

に
し
て
、

色
の
機
深
は
蓋
し

一
な
ら
ず
。

其
の
理
は
、

或
は
羅
校
の
ご
と
く
、

或
は

竹
根
の
積
文
の
ご
と
し
。）

に
符
合
す
る
。
ま
た
、

先
に
引
い
た
唐
積
の

『飲
州
現
譜
』

に
あ
る

「昼
石
如
城
塁
状
。」
と
い
う
表
現
は
、

水
成
岩
特
有
の
、

石
が
重
層
を
呈
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、

水
波
羅
紋
の
石
紋
に

一
致
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
こ
に
唐
時
代
の
飲
州
税
の
存
在
を
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、

硯
石
文
化
史
に
お
い
て
大
き
な
意
義
と
い
え
よ
う
。

闘，
図一

，
図二

ン
図三

図

四
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西
川
寧
先
生

生
誕
百
年
に
思
う

田
中
　
有

本
年
は
西
川
靖
盆
先
生
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、

七
月
二
十
日
よ
り
記
念
展
が
東
京

国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る
。
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
来
観
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

先
生
は
平
成
元
年
五
月
、

本
学
会
の
発
足
を
待
た
ず
に
逝
去
さ
れ
た
。

生
前
、

本

学
会
結
成
の
動
き
に
非
常
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、

期
待
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
十
年
間

の
活
動
ぶ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ら
、

何
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
き

っ
と

喜
ん
で
く
だ
さ
る
に
ち
が
い
な
い
。

学
会
と
は
こ
ん
な
御
縁
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
た
び
の
展
観
は
、

先
生
の
書
作
家
と
し
て
の
業
績
を
示
す
べ
く
、

書
作

品
が
中
心
と
な
る
が
、

単
に
鑑
賞
す
る
だ
け
に
と
ど
め
ら
れ
な
い
も
の
が
ひ
そ
ん
で

い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
よ
う
。

か
つ
て
木
簡
研
究
の
大
家
、

故
森
鹿
三
先
生
に
お
会
い
し
た
折
の
こ
と
、

盃
を
重

ね
て
歓
談
久
し
く
す
る
う
ち
、

私
が
西
川
門
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
や
、

「そ
れ
は

よ
き
師
を
得
た
も
の
だ
。

西
川
先
生
の
作
品
は
よ
う
観
と
る
よ
。

時
に
は
全
文
の
解

釈
に
果
論
も
あ
る
が
、　

こ

と
言
わ
れ
た
。

た
し
か

一
例
を
あ
げ
ら
れ
た
は
ず
で
あ

る
が
、

お
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
今
は
覚
え

て
い
な
い
。

当
時
は
た
だ
、

作
品
を
研
究

班　成果として受けとめる、こんな見方

も
あ
る
の
だ
と
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ

っ

た
。

後
日
、

靖
盆
先
生
に
報
告
す
る
と
、

先
生
は
莞
爾
と
し
て
我
が
意
を
得
た
り
と
い

う
風
情
で
、

ご
機
嫌
で
あ
っ
た
。

確
か
に
先
生
の
書
作
に
あ
た
っ
て
の
徹
底
し
た
草
稿
作
り
は
、

研
究
者
と
し
て
の

取
り
組
み
で
あ

っ
た
。
と
く
に
興
味
あ
る
新
出
土
資
料
に
対
し
て
は
、

書
作
が
目
的

で
あ

っ
て
も
、

そ
れ
に
つ
い
て
知
り
尽
く
さ
ね
ば
や
ま
な
い
探
究
が
試
み
ら
れ
、

多

く
の
時
間
を
費
や
さ
れ
る
。
自
ら
も
書
く
前
の
こ
れ
が
楽
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
、

考
察
す
る
う
ち
に
燃
え
あ
が
っ
て
い
き
、

書
作
の
筆
を
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
回
も
そ
の
一
端
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

会
員
諸
氏
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が

大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
出
土
資
料
と
い
え
ば
、

昨
年
は
簡
憶
発
見
百
年
の
記
念
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
陸
続
と
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

あ
る
時
、

話
が
居
延
漢
簡
に
及
び
、

最
後

に

「ど
う
も
私
の
木
簡
は
敦
糧
に
尽
き
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
か
ら
の
新
出
土
は

若
い
諸
君
が
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
し
め
く
く
ら
れ
た
。

書
道
史
を
新
た
に
す
る
資
料

で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

先
生
の
課
題
に
応
え
得
る
の
が

本
学
会
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
学
生
の
手
論
指
導
に
、

「書
に
関
す

る
研
究
テ
ー
マ
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。

常
識
と
思
い
こ
ん
で
い
る
も
の
に
も
未
解
決

の
問
題
が
多
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

大
会
で
の
諸
氏
の
発
表
を
開
き
、

論

考
を
読
む
に
つ
け
、

あ
ら
た
め
て
先
生
を
思
い
出
し
、

み
ん
な
が
答
え
を
出
し
て
い

る
と
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
と
こ
ろ
記
念
展
の
準
備
に
か
か
わ
っ
て
い
て
、

せ
っ
か
く
の
誌
面
に
と
り
と

め
の
な
い
宣
伝
文
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
か
御
寛
恕
い
た
だ
き
、

是
非
、

観
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
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新
知
見
の
宝
庫

―
西
林
昭

一
著

さ
き
ご
ろ
本
会
前
理
事
長
西
林
昭

一
氏
が

「中
国
新
発
見

の
書
』

（柳
原
出
版
）
を
上
梓
さ
れ
た
。

同
氏
に
よ
る
前
著

「中
国
新
出
上
の
書
』
合
一玄
社
）
の
続
編
の
体
裁
を
も

つ
充

実
し
た
内
容
の

一
書
で
あ
る
。

氏
は

『中
国
新
出
上
の
書
』

の

「あ
と
が
き
」
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「地
広
物
博
の
中
国
で
は
、

今
後
も
陸
続

と
出
土
文
物
が
報
告
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
本
書
も
、

十
年
後
に
は
補
訂
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

い
や
、

書

文
化
の
ひ
ろ
が
り
の
た
め
に
は
、

む
し
ろ
、

改
訂
が
必
要
な

ほ
ど
の
新
し
い
知
見
こ
そ
望
ま
し
い
。」

『中
国
新
出
土
の
苦
』
の
奥
付
に
は
、　

一
九
八
九
年
二
月
十

日
初
版
発
行
、
と
あ
り
、

今
度
の
新
刊
発
行
と
の
間
に
は

一

二
年
余
り
の
ひ
ら
き
が
あ
る
が
、

「あ
と
が
き
」
に
い
う
補
訂

の
必
要
は
、

こ
の

一
書
を
も

っ
て
呆
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ

「ヽ′。「中
国
新
発
見
の
書
」
の

「あ
と
が
き
」
に
、

「あ
れ
か
ら

一
三
年
し
か
経

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
間
、
Ｉ
Ｔ
社
会

に
突
入
し
、

世
の
移
り
ゆ
き
は
、

従
来
の

一
世
紀
に
匹
敵
す

る
変
貌
を
と
げ
て
い
る
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
わ
け
で
も
な

い

が
、

本
書
に
収
め
た
史
料
は
、

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
超
え
る

画
期
的
な
発
見
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。」
と
あ
る
。

車
実
、

こ
の

一
三
年
の
問
に
発
見
さ
れ
た
新
た
な
書
法
の
史
料
、

あ

る
い
は
、

以
前
の
発
見
品
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の

一
二
年
の

間
に
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
書
法
の
史
料
に
は
、

わ
れ
わ
れ

の
限
を
驚
か
せ
る
に
十
分
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
中
に
は
、

戦
回
時
代
の
楚
や
二
日
時
代
の
具
の
簡
憤

『中
国
新
発
見
の
書
』
―

中
村
　
伸
夫

文
字
史
料
群
の
よ
う
に
、

決
字
書
体
の
変
遇
を
考
究
す
る
上

で
、

質
量
と
も
に
従
来
に
な
か

っ
た
大
規
模
な
新
史
料
と
し

て
提
供
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

顔
真
卿
や
張
旭
と
い
っ
た

世
に
名
高

い
能
書
家
に
か
か
わ
る
新
史
料
も
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
に
も
知
ら
れ
て
い
た
史
料
を
補
強
す
る
上
で
価
値

の
高
い
新
史
料
も
あ
る
。

考
古
学
的
な
発
掘
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

今
日
の
中
国

が
国
を
あ
げ
て
の
普
請
中
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

偶
発
的
に
世

の
Ｗ
に
あ
ら
わ
れ
る
運
命
と
な

っ
た
新
史
科
も
お
び
た
だ
し

い
。本

書
は
、

〈丁
公
村
陶
片
刻
字
〉
、

〈奏
馴
玉
版
〉
、

〈骨
績
〉
、

〈郭
店
楚
簡
〉
、

〈懸
泉
置
簡
舟
　
紙
書
　
壁
書
〉
、

〈升
湾
簡
臓
〉、

〈走
馬
楼
呉
簡
〉
‥
　
と
つ
づ
く
こ
れ
ら
の
新
史
料
の
図
版
の

べ
八
百
五
十
点
を
精
選
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

中

国

新

発

見

の
言

　

お
い■
里

新
史
料
の
幸
蹟
に
対
す
る
旺
盛
な
探
求
心
、

そ
し
て
史
学

者
と
し
て
の
該
博
な
知
識
、
さ
ら
に
は
可
能
な
限
り
の
現
地

調
介
と
実
物
精
査
に
努
力
を
情
し
ま
な
い
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
行
動
力
を
兼
備
す
る
著
者
に
し
て
は
じ
め
て

可
能
な
労
作
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『中
国
新
出
上
の
書
』
の
場
合
と
同
じ
く
、

各
項
目
ご
と
の

解
説
文
の
後
半
に
は
、

書
体
あ
る
い
は
書
風
に
関
す
る
短
評

が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

例
に
よ

っ
て
、

内
実
を

つ
い
た
鋭

い
評
語
が
光
を
放

っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

近
時
話
題
を
よ
ん
だ
顔
真
卿
四

一
歳
時
の
作

〈郭
虚
己
基
誌
〉

（七
五
〇
年
）
に

つ
い
て
、

「報
告
書
は
、

〈郭
虚
己
墓
誌
〉
を

『字
体
は
端
荘
工
精
、

刻
工
は
十
分
精
細
』

と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、

原
拓
に
よ

っ
て
行
細
に
検
証
す

る
と
、　

一
字
の
結
梢
は
と
き
に
背
勢
を
と
り
、

ま
た
波
法
の

扱

い
に

一
貫
性
が
な
く
、

統

一
感
に
欠
け
る
憾
が
あ
る
。
な

お
後
半
の
下
半
部
に
は
、

刻
技
の
い
た
ら
な
い
字
が
目
に
つ

く
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

「中
国
新
出
北
の
書
』
と
い
う
画
期
的
な
名
著
の
恩
恵
を
受

け
て
き
た
わ
れ
わ
れ
は
、

今
新
た
に

『中
国
新
発
見

の
書
』

と

い
う
、

よ
り
情
報
量
の
豊
か
な
重
宝
な
書
物
を
座
右
に
置

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
新
情
報
は
、

た
だ
単
に
新
情
報
と

し
て
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

従
来
の
書
法
史
の
俎

上
に
宋
せ
て
そ
の
価
値
を
見
き
わ
め
、

新
た
な
書
法
史
の
構

築
の
た
め
に
役
立
た
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
解
説

文
の
行
間
か
ら
も
、

そ
の
種
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取

る
こ
と
が
出
来
る
。

【新
出
土
』
同
様
、

こ
の

『新
発
見
』
も
、

書
法
史
を
学
ぶ

者
に
と

っ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

漢
字
書
法
の
作
品
づ
く

り
に
精
を
出
す
人
々
に
と

っ
て
も
、

あ
る
い
は
新
た
な
書
美

の
認
識

へ
の
い
ざ
な
い
の
書
と
し
て
、

あ
る
い
は
新
た
な
表

現
意
欲
を
か
き
た
て
る
誘
発
の
書
と
し
て
、

大
き
な
役
割
を

呆
た
す
に
違
い
な
い
。
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と
手

手
習
詞
歌
通
説
の
再
検
討
　
森
岡
　
隆

仮
名
書
道
発
達
に
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
手

習
歌
の
変
遷
に
つ
い
て
、

検
証
を
続
け
て
い

る
。
ま
ず
安
積
山
の
歌
に
つ
い
て
、

『古
今

朱
』
仮
名
序
で
難
波
汁
の
歌
と
並
称
し
た
の

は
紀
賢
之
の
創
作
か
と
精
摘
し
た
が

翁
水

董
』
２９
号
）
、

あ
め
つ
ち
の
詞
や
大
為
ホ
も
文

芸
上
の
遊
戯
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
。

『宇
津

保
物
語
』
国
譲
上
で
は
あ
め
つ
ち
の
詞
を
手

本
に
用
い
た
と
記
す
が
、

並
記
さ
れ
た
他
の

歌
も
合
め
当
時
の
普
逼
的
な
手
習
の
様
子
を

示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

難
波
津
の
歌
か

ら
い
ろ
は
歌

へ
の
移
行
こ
そ
が
手
習
歌
の
変

遷
で
あ
り
、

右
の
す
べ
て
を
手
習
詞
歌
と
み

な
す
大
矢
透
以
降
の
通
説
を
訂
正
し
た
い
。

上
海
で
必
見
の
書
画
展
　
　
目
田
　
〕淳

こ
の
秋
、

上
海
博
物
崩
は
創
立
即
周
年
を

記
念
し
て
、

金
口
唐
宋
元
普
画
同
宝
展
》
を

開
催
す
る
と
い
う
。

北
京
散
宮
博
物
院
　
遠

寧
省
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、
３
館
の
所
蔵

す
る
雄
代
の
主
な
名
品
を
相
選
し
て
展
示
す

る
と
い
う
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
見
ご
た
え
の
あ

る
充
実
し
た
展
覧
と
な
る
だ
ろ
う
。

晋
か
ら

元
の
時
代
設
定
も
ス
ゴ
イ
が
、

館
を
挙
げ
て

の

一
大
企
画
に
書
画
を
テ
ー
マ
と
す
る
あ
た

り
も
ス
ゴ
イ
見
識
で
あ
る
。
も
と
よ
り
国
外

持
出
し
を
禁
じ
た
国
宝
級
ぞ
ろ
い
の
同
展

が
、
日
本
に
来
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い

の
で
、

何
と
か
都
合
を

つ
け
た
い
も
の
だ
と

思

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（於
北
京
）

不
手
非
止
同
人
　
　
　
　
柿
木
原
く
み

さ
わ
や
か
な
５
月
の
午
後
、

大
森
の
富
岡

美
術
館

″古
川
悟
遣
作
展
″
の
会
場
で
、

「出
身
が
雪
の
深

い
処
だ
か
ら
、

作
品
に
は

明
る
さ
を
求
め
る
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
た

こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
拝
見
し
た
。

「富

岡
鉄
斎
　
仙
境
の
書
』
（野
中
浩
俊
著
）
を

拝
読
し
な
が
ら
、

文
人
の
鉄
人

″鉄
斎
″
の

気
に
圧
倒
さ
れ
た
。

手
元
の

「大
正
８
年
度

大
日
本
童
家
見
立
銘
」
を
見
る
と
、

別
格
の

老
功
大
家
の
項
に

″鉄
斎
″
の
名
を
発
見
。

同
項
に
他
に
は
不
折
が
い
た
。

『中
国
新
発

見
の
書
』
の
西
林
先
生
、

古
川
先
生
、

野
中

先
生
、

み
ん
な
不
手
非
止
同
人
。

一
碑

一
面
挽
　
小
川
博
章

少
し
気

に
な
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
、

仕
事
の
合
間
に
書

学
文
化
セ
ン
タ
ー
（淑
徳
大
学
）

で
造
惚
記
の
拓
本
を
調
べ
て
み

た
。
こ
こ
は
北
独
の
道
像
記
だ

け
で
２
０
０
点
以
ｉ
所
蔵
さ
れ

て
い
る
か
ら
、

そ
の
全
て
に
目

を
通
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、

実
に
様
々
な
書
風
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

龍
門
石
衛
や
躍
県
碑

廊
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で

「北
魏

風
」
と
か

「北
魏
の
造
像
記
」

な
ど
と

一
折
り
に
し
て
い
た
白

分
が
恥
ず
か
し
く
な

っ
た
。

影
印
本
に
紹
介

さ
れ
た
資
料
だ
け
で
、

世
界
を
作

っ
て
い
た

と
思
い
知

っ
た
。

伝
寂
連
筆

「常
原
切
」
　

　

一高
械
弘

一

昨
年
の
秋
、

平
成
の
名
物
切
と
し
て
、

伝

寂
蓮
筆

『和
漢
朗
詠
集
」
の
零
本
が
好
事
家

に
分
割
、

頒
布
さ
れ
た
。

そ
の
名
は

「榊
原

切
」
。
こ
の
古
空
切

の
名
称
は
、

旧
所
成

者
　
榊
原
子
陣
家
が
越
後
高
田
灘
主

（現

新
潟
県
上
越
市
）
で
あ

っ
た
こ
と
に
囚
む
。

こ
の
寂
蓮
様

「榊
原
切
」
の
有
難
い
こ
と
は
、

巻
末
に
詩
歌
と
同
筆
に
て
、

「建
久
三
年
二

月
十
八
日
午
時
書
了
」
と
あ
り
、

き
写
し
た

時
期
が
判
明
す
る
と

い
う
点
に
尽
き
よ
う
。

建
久
３
年
と
は
、

西
暦
１
１
９
２
年
の
こ
と

で
あ
る
。

流
行
に
遅
れ
ぬ
よ
う
、　

一
葉
落
手

し
て
お
い
た
。

団
会
員
動
静

①
青
山
浩
之
会
員
＝
横
浜
国
立
大
学
教
育
人

間
科
学
部
助
教
授
昇
任

○
池
田
利
広
会
員
＝
大
阪
教
育
大
学
教
育
学

部
助
教
授
昇
任

○
高
城
弘

一
幹
事

＝
大
東
文
化
大
学
文
字
部

書
道
学
科
助
教
授
新
任

○
豊
島
嘉
穂
会
員
＝
四
国
大
学
文
学
部
苦
道

文
化
学
科
教
授
新
任

○
興
膳
宏
理
事
長
＝

『乱
世
を
生
き
る
計
人

た
ち
十
六
明
詩
人
融
」
を
研
文
出
版
か
ら

上
梓
。

①
野
中
浩
後
監
事
＝

「富
岡
鉄
斎
―
仙
境
の

書
』
を
二
玄
社
か
ら
上
梓
。

①
横
田
恭
三
理
事

＝
跡
見
女
子
大
学
文
学
部

助
教
授
昇
任

○
松
清
秀

一
会
貝
＝
鹿
児
島
大
学
教
授
昇
任

○
束
賢
司
会
員

＝
愛
媛
大
学
助
教
授
新
任

①
田
中
有
副
理
事
長
＝
１４
年
度
日
展
５
科
新

雑
査
員
就
任

○
鈴
木
純
孝

（道
明
）
Ｓ
４

０
室
之
田
裕
美
　
Ｓ
５０
　
県
立
高
講
師

①
吉
野
太

一

（秦
堂
）
Ｔ
ｌ３

０
河
野
隆

（鷹
之
）
Ｓ
２３
　
大
束
文
化
大
専

任
講
師

○
本
問

一
洋
　
Ｓ
卿
　
淑
徳
大
院
生

〇
五
野
師
子

（雪
容
）
Ｓ
ｌ６
　
高
校
講
師

○
樋
口
咲
子

（竹
城
）
Ｓ
４０
　
千
葉
大
講
師

○
萩
信
雄
　
Ｓ
あ
　
安
口
女
子
大
助
教
授

○
陳
福
竣

（南
天
）
Ｔ
ｌｌ
　
在
日

①
峯
岸
佳
葉
　
Ｓ
硝
　
筑
波
大
院
生

○
増
口
知
之
　
Ｓ
抑
　
一永
都
大
院
生

①
田
室
利
雄

（西
崖
）
Ｓ
ｌ０

【訂
正
】
会
報
第
２
号

「書
学
藻
塩
草
」
に

寄
稿
い
た
だ
い
た
野
中
浩
俊
氏
に
よ
る

「餓

所
の
書
翰
解
説
」
は

「餓
賢
の
苦
輸
解
読
」

の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。

◆
会
報
第
３
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
多
忙

の
中
、

ご
寄
稿
下
さ

っ
た
各
位
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
局
長
の
ご
発
案
で
、

新
任

２
名
を
合
む
５
幹
事

（本
部
付
）
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
パ
ワ
ー
を
こ
の
年
２
回
の
会
報
に
結

集
し
て
学
会
の
活
力
の
源
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
４
月
郷
Ｈ
か
ら
新
体
制
が
始

動
、

本
号
の
実
務
は
既
に
幹
事
静
氏
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
新
設
の

「談
話
室
」
も
、

そ
う
し
た
中
か

ら
生
ま
れ
た
新
機
軸
で
す
。

今
回
は
時
間
の

関
係
も
あ
り
幹
事
諸
氏
に
そ
れ
ぞ
れ

″書
き

込
み
″
願
い
ま
し
た
が
、

今
後
も
特
に
次
代

を
担
う
若

い
会
員
の
皆
さ
ん
を
主
役
に
す
る

コ
ー
ナ
ー
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
誌
幅
の
都
合
で
、

▼
丞
ムだ
よ
り
」
は
次
号

送
り
と
し
ま
し
た
。

　

　

　

　

（鈴
木
晴
彦
）

14年度事業・活動計画
3月 31日 第 311口臨時型J「公会隣
1"郷 日 本 部付幹事顔合せ会 会 Hl相楽会議
5"3～ 1日 頼 楽用学術あけⅢO(郎会会礎
6,j】 H 会 報第 3,発 行
6'」ド4」 福案局 福朱A4☆ (学会は)
7'128日 福 央局 字術局ⅢPL部会会凝
7'J tttrt 第13同大会j■営委11公 (於万て椰)
9"lR「 章道史t・JHJ(仮)発批 予定
9'Jl田  学 会議演センターr'lrl予定
9月 末国 会 員名無馳 発↑i
9川 米 H 学 会議ら1"先 成 配布
10,,L句 会 Wt第4ケ 発行
11月15日 分 31回定例四“会公競
11りJ16日 第 13田大容 (於京1い敦市大学)
11月17日 第 13回大会付り暖 賞公〈於京け)
11月17日 学 会将来キ1回委11会会限
12月末 B 学 会註第13,投 和中込tFり
1,1下旬 常 [理 事会
2月 ド句 第 1回苦学学術辞lul公(佐)予定
3,331m 学 会誌お13サ投穂lFjm受付怖切
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